
第１回 玉野市立玉野商工高等学校在り方検討会議 

 
日時：令和８年７月 30 日（木）15 時～17 時 
場所：玉野市役所３階 特別会議室 
 
 

＜ 次 第 ＞ 

 １ 開  会 
 
 ２ 教育長あいさつ 
 
 ３ 委嘱状交付 
 
 ４ 委員紹介・幹事・事務局紹介 
 
 ５ 会長・副会長の選出 
 
 ６ 在り方検討会議の設置目的及び今後の進め方について 
 
 ７ 玉野商工高校の概要及び取り組みについて 
 
 ８ 玉野商工高校を取り巻く現状について 
   （１）市内中学校卒業（見込）者数の推移 
   （２）高校進学者の課程別割合の推移 
   （３）全日制高校進学者の内訳 
   （４）玉野商工高校入学者数の推移 
   （５）市町村別生徒数の内訳 
   （６）市町村別生徒数の推移 
   （７）高校卒業後の進路状況 
   （８）就職者の就職先内訳 
   （９）学校運営にかかる経費 
   （10）岡山県立高校再編整備基準 
 
 ９ 意見交換 
     

10 閉 会 



玉野市立玉野商工高校在り方検討会議 委員名簿 

 ＜幹事＞ 

 ＜事務局＞ 

 № 所属名 職 名 氏名 備考

 １ 環太平洋大学経済経営学部 准教授 大池 淳一 学識経験者

 ２ 玉野地区雇用開発協会 会 長 宮原 一也 事業所代表

 ３ 玉野商工会議所地域開発委員会 委員長 中塚 俊道 〃

 ４ 玉野市商店団体連合会 会 長 大野 敏明 〃

 ５ 玉野青年会議所 理事長 堀  徳成 〃
 ６ 玉野市ＰＴＡ連合会 会 長 木津 忠士 中学校保護者代表

 ７ 玉野市ＰＴＡ連合会 副会長 井上 美香 〃

 ８ 玉野市立八浜中学校 校 長 福本 泰久 中学校長代表

 ９ 玉野市立荘内中学校 校 長 住田 義広 〃

 10 玉野商工高等学校 校 長 下山  晋 高校関係者

 11 玉野商工高等学校 教 頭 杉野 方美 〃

 12 玉野商工高校ＰＴＡ 会 長 二木 直子 〃

 13 玉野商工高校ＰＴＡ 副会長 山本 京子 〃

 14 玉野商工高校学校運営協議会 会 長 東  りえ 〃

 15 玉野商工高校同窓会 会 長 三宅 一典 〃

 16 玉野商工高校同窓会 顧 問 片山 文夫 〃

 17 玉野商工高校同窓会 副会長 神原 章次 〃

 18 玉野市政策企画課 課 長 礒本 淳也 行政関係者

 19 玉野市シティプロモーション推進課 課 長 石田 陽子 〃

 20 玉野市商工・企業立地課 課 長 藤原 記子 〃

 № 所属名 職 名 氏名 備考

 １ 玉野市教育委員会 教育長 多田 一也

 ２ 玉野市教育委員会 教育次長 琵琶  学

 ３ 玉野市教育委員会学校再編推進課 課 長 森  真志

 ４ 玉野市教育委員会学校教育課 課 長 濱浪 雅登

 
玉野市教育委員会

学校再編推進課参事 清山 智保

 学校教育課課長補佐 海野 剛平
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　　　玉野市立玉野商工高等学校在り方検討会議設置要綱 

令和８年５月 21 日制定・告示 

（目的及び設置） 

第１条　玉野市立玉野商工高等学校（以下「商工高校」という。）を取り巻く現状や課題を踏まえ

て、これからの高校教育における商工高校の役割（使命）や教育の質を担保する適正規模につい

て検討し、今後の在り方について協議するため、玉野市立玉野商工高等学校在り方検討会議（以

下「検討会議」という。）を設置する。 

（組織） 

第２条　検討会議は、委員 25名以内をもって組織する。 

２　委員は、次に掲げる者のうちから、玉野市教育委員会（以下「教育委員会」という。）が委嘱

又は任命する。 

　(１)　学識経験者 

(２)　学校関係者 

　(３)　市内事業所関係者 

　(４)　行政関係者 

　(５)　その他 

（任期） 

第３条　委員の任期は、委嘱又は任命の日から検討会議の設置存続の期間とする。 

２　委員に欠員を生じた場合は、速やかに補充し、補充した委員の任期は、前任者の残任期間と

する。 

（会長及び副会長） 

第４条　検討会議に会長及び副会長を各１名置く。 

２　会長は、委員の互選により選出し、副会長は、委員の中から会長が指名する。 

３　会長は、検討会議を代表し、会務を総理する。 

４　副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき、又は会長が欠けたときは、その職務を代理す

る。 

（会議） 

第５条　検討会議の会議（以下「会議」という。）は、会長が招集し、会長が議長となる。 

２　会議は、委員の２分の１以上の出席により成立する。 

３　会議の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによ

る。 

４　会長は、必要があると認めるときは、会議に関係者等を招き、意見又は説明を求めることがで

きる。 

（会議の公開） 

第６条　会議は、原則公開とする。ただし、会長が必要があると認めるときは、会議を非公開とす

ることができる。 

（会議の傍聴） 

第７条　会議を傍聴しようとする者は、会議の開会前に、所定の傍聴受付簿に氏名及び住所を記

入しなければならない。 

２　傍聴は、会長が別に定める定員の範囲内で先着順とする。 

３　報道関係者で会長が認めたものは、前項の規定にかかわらず、傍聴することができる。 
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４　前３項に定めるもののほか、会議の傍聴に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

（守秘義務） 

第８条　委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてならない。その職を退いた後も同様とする。 

（幹事） 

第９条　検討会議に幹事若干名を置く。 

２　幹事は、教育委員会職員のうちから教育委員会が任命する。 

３　幹事は、会議に出席し、会長の求めに応じて資料を説明し、又は意見を述べることができる。 

（庶務） 

第 10 条　検討会議の庶務は、学校教育課及び学校再編推進課において処理する。 

（解散） 

第 11 条　検討会議は、第１条の目的を完了した後解散する。 

（その他） 

第 12 条　この要綱に定めるもののほか、検討会議の運営に関し必要な事項は、会議において定め

る。 

 

附　則 

　この要綱は、告示の日から施行する。
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玉野市立玉野商工高等学校在り方検討会議資料
第１回

日時：令和８年７月30日（木）15:00～
会場：玉野市役所３階 特別会議室　　　　　　

玉野市教育委員会　　　　　　　　　　
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01 在り方検討会議の設置目的
   及び今後の進め方について

①



在り方検討会議設置の背景

① 人口減少
  （中学卒業者数の減少）

②

② 志願者数の減少

③ 私立高校授業料無償化

④ 県立高校の再編

現状を共有した上で、全日制市立高校を持つ意味を含め、玉野商工高校の在
り方の検討を行う。

玉野商工高校を取り巻く環境



今後の進め方について

上記内容の意見を取りまとめて、教育委員会へ意見書を提出する。

④ 商工高校を取り巻く現状や課題等を踏まえた目指す方向性

① 市内の高校における商工高校の役割（使命）

この会議の検討項目

② 商工高校の魅力づくりの方策

この会議の最終目標

③ 教育の質を担保する適正規模

③



    ＊ 商工高校の使命
    ＊ 魅力づくり
    ＊ 学校の規模
    ＊ 目指す方向性

玉野市立玉野商工高校の在り方を検討する際の視点

①
小中学生や

 市民の視点

・小中学生やその保護者がどんな高校で学び
 たい（学ばせたい）と思っているか。
・市民から愛される高校であるか。
・安定した人気（志願状況）が維持できるか。

②
市立の学校と
しての視点

④
環境変化への
対応という

視点

③
地域社会・
地元企業
の視点

・市内小中学校との連携
・運営の財源は市民の税金
・教員は県立高校から派遣

・地元就職やＵターン率の向上につながる学び
・地域社会が求める人材像の育成
・地域社会や地元企業と連携した学びの充実

・15歳人口減少の加速化
・私立高校授業料無償化による影響
・県立高校の再編による影響

④



検討スケジュール

回 時期 内容（予定）
第１回 R８年 ７月30日 （１）委員委嘱

（２）会長・副会長選出
（３）現状説明・共有
（４）協議・意見交換①

（事務局） R８年 ９月～10月 中学生・高校生・保護者アンケート実施
第２回 R８年11月上旬 （１）アンケート結果共有

（２）協議・意見交換②
    ＜役割（使命）の検討＞

第３回 R９年 １月下旬 協議・意見交換③
 ＜魅力づくりの検討＞

第４回 R９年 ４月下旬 協議・意見交換④
 ＜適正規模・目指す方向性の検討＞

第５回 R９年 ６月下旬 取りまとめ
 ＜意見書の内容についての協議＞

⑤



02 玉野商工高校を取り巻く現状について

⑥
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（１）市立中学校卒業（見込）者数の推移

人数（人）

卒業年度

H30：472人 ⮕ R８ ：354人（△118人、25.0％減少）                            
                       ⮕ R16 ：306人（△166人、35.2％減少）

直近ピーク 
472人

Ｒ8
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⑦

Ｒ16
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（２）高校進学者の課程別割合の推移

93.1

93.6

93.8

89.1

90.7

91.9

89.5

86.4

2.2

2.8

3.7

4.4

2.6

3.3

5.4

5.2

2.4

2.3

1.7
4.7

4.3

3.6

3.6

7.1

2.2

1.3

0.7

1.8

2.4

1.3

1.5

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H30

R1

R2

R3

R4

R5

R6

R7

全日制 定時制 通信制 その他

※その他：中等教育学校後期課程、高等専門学校、特別支援学校高等部

通信制に進学する生徒の割合が増加 Ｈ30：2.4％ → Ｒ7：7.1％
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（３）全日制高校進学者の内訳

平成30年度 令和７年度

69.1

22.7
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0.5

県立全日制 市立全日制 私立全日制 その他（県外）

69.4
15.5

13.9

1.2
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私立高校への進学者が増加し、市立高校への進学者が減少
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（４）玉野商工高校入学者数の推移
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Ｒ01：152人 ⮕ Ｒ08：99人 （△53人、34.9％減）
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（５）市町村別生徒数の内訳

玉野市
75%

他
25%

岡山市
18% 倉敷市

5%

直島町
1%

その他
1%

平成30年度 令和８年度

⑪



（６）市町村別生徒数の推移

市内出身者の割合は、減少傾向である
H30：75.2％ → R08：60.1％ （15.1％減）
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（７）高校卒業後の進路状況
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卒業後の進路は、就職と進学がほぼ均衡しているが、やや進学を選
択する生徒の割合が多い傾向にある。
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（８）就職者の就職先内訳
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⑭

「県内企業（市外）＋県外企業＋その他」が、半数程度を占めてい
る状況にある。



399,692,433

59,870,641

人件費 運営・管理費

（９）学校運営にかかる経費

令和６年度決算

（単位：円）
区分 項目 金額

人件費 学校医・学校歯科医・学
校薬剤師報酬

477,650

職員給与等 370,823,506
会計年度職員報酬等 28,391,277

計 399,692,433
運営・管理費 高等学校管理運営費 149,850

全日制高等学校管理費 56,273,080
高等学校教育振興費 3,447,711

計 59,870,641
合計 459,563,074

⑮

生徒一人あたりの経費 1,641,297 円
（建設事業費を除いた場合 1,574,118 円）



（10）岡山県の高校教育体制整備実施計画の概要 

県立高校再編整備基準（Ｈ31.2）

（基準）
①　第１学年の生徒数が100人を下回る状況が、令和５（2023）年度以降２年続
　いた場合には、再編整備の対象とする。
②　第１学年の生徒数が80人を下回る状況が、令和５（2023）年度以降２年続
　いた場合には、翌年度の生徒募集を停止する。
※　生徒数については、各年度の５月１日時点での在籍生徒数とする。

・この基準の適用に当たっては、通学の利便性や地元自治体からの進学状況など、地
域の状況に配慮する。

適用方針（R4.12）

（基準の適用における配慮事項）R4.12策定
　同一市町に県立高等学校が１校となっている場合は、現在の実施計画の期間中（令和

10（2028）年度まで）は、当該校への再編整備基準の適用を保留することとする。

⑯



全国の全日制市立高等学校入学者の状況（令和８年度）
※市立の中高一貫校、附属高校は除く 令和8年7月30日

県 市
人口

（R8.4.1現在）
学校名 学科 募集定員 入学者数 備考 志願倍率

二次募集
の有無

北海道 札幌市 1,961,122 札幌市立札幌旭丘高等学校 普通科 240 240 1.60 
数理データサイエンス科 80 80 1.20 

市立札幌新川高等学校 普通科 320 320 1.30 
市立札幌平岸高等学校 普通科 280 280 1.40 

普通科（デザインアート） 40 40 1.50 
市立札幌清田高等学校 普通科（普通） 200 200 1.30 

普通科（グローバル） 40 27 0.60 有
市立札幌啓北商業高等学校 未来商学科 240 173 0.60 有
市立札幌藻岩高等学校 普通科 240 240 1.40 

函館市 230,958 市立函館高等学校 普通科 200 200 1.50 
三笠市 7,086 三笠市立三笠高等学校 調理師コース 20 20 1.90 

製菓コース 20 20 1.50 
岩見沢市 74,200 北海道岩見沢緑陵高等学校 普通科 160 160 1.00 

情報コミュニケーション科 80 80 1.10 
滝川市 37,100 北海道滝川西高等学校 普通科 120 120 1.10 

情報マネジメント 120 120 0.80 
帯広市 158,600 帯広市立帯広南商業高等学校 商業科 200 200 1.50 
釧路市立 154,300 釧路市立釧路北陽高校 普通科 200 200 1.00 

岩手県 盛岡市 284,500 盛岡市立高等学校 普通科 特別進学コース 35 29 0.92 有
普通科 普通コース 160 160 1.03 
商業科 80 78 0.86 有

宮城県 石巻市 133,900 石巻市立桜坂高校 学励探求コース 80 43 女子校 0.54 有
キャリア探求コース 80 53 0.66 有

仙台市 1,096,200 仙台市立仙台高等学校 普通科 280 280 1.12 
仙台市立仙台工業高等学校 機械科 60 60 1.20 

電気科 40 40 1.30 
建築科 30 40 1.27 
土木科 30 40 1.17 
情報科 40 40 1.15 

仙台市立仙台商業高等学校 商業科 320 320 1.18 
秋田県 秋田市 295,800 秋田市立秋田商業高等学校 商業科 210 210 1.10 
山形県 山形市 238,100 山形市立商業高等学校 総合ビジネス科 160 160 1.32 

経済科 80 80 0.89 有
情報科 40 41 0.90 有

群馬県 高崎市 363,394 高崎市立高崎経済大学附属高等学校 普通科・普通コース 245 245 1.27 
普通科・芸術（音楽系） 15 9 0.60 
普通科・芸術（美術系） 20 20 1.30 

前橋市 326,624 前橋市立前橋高等学校 普通科 240 240 1.13 
桐生市 98,417 桐生市立商業高等学校 商業科・情報処理科 200 200 1.04 有

埼玉県 さいたま市 1,344,800 さいたま市立浦和高等学校 普通科 240 245 1.96 
さいたま市立浦和南高等学校 普通科 320 324 1.43 

※実際の入学者数は夏以降に各都道府県教育委員会から発表

（参考資料）
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さいたま市立大宮北高等学校 普通科 240 281 1.23 
理数科 40 40 1.18 

川口市 565,200 川口市立高等学校 普通科 240 243 1.61 
普通科スポーツ科学コース 80 82 1.68 
理数科 40 41 1.63 

川越市 353,400 川越市立川越高等学校 普通科 140 140 1.29 
情報処理科 70 70 1.20 
国際経済科 70 70 1.66 

千葉県 千葉市 984,900 千葉市立千葉高等学校 普通科 280 280 1.54 
理数科 40 40 1.73 

船橋市 647,600 船橋市立船橋高等学校 普通科 240 240 1.21 
商業科 80 80 1.53 
体育科 80 80 1.03 

習志野市 176,100 習志野市立習志野高等学校 普通科 240 240 0.99 
商業科 80 80 1.16 

銚子市 53,800 銚子市立銚子高等学校 普通科 240 240 ※くくり募集 1.03 
理数科 - - -

松戸市 498,300 松戸市立松戸高等学校 普通科 280 280 1.39 
国際人文科 40 40 1.43 

柏市 434,000 柏市立柏高等学校 普通科 280 280 1.22 
スポーツ科学科 40 40 1.05 

神奈川県 横浜市 3,767,100 横浜市立金沢高等学校 普通科 318 318 1.27 
横浜市立桜丘高等学校 普通科 318 318 1.19 
横浜市立戸塚高等学校 普通科（一般コース） 279 279 1.20 

普通科（音楽コース） 39 39 1.18 
横浜市立みなと総合高等学校 総合学科 232 232 1.05 
横浜市立横浜商業高等学校 商業科 199 199 1.05 

国際学科 35 35 1.49 
スポーツマネジメント科 39 39 1.56 

横浜市立東高等学校 普通科 268 268 1.16 
横浜市立横浜サイエンスフロンティア高等学校 理数科 158 158 1.53 

川崎市 1,552,400 川崎市立橘高等学校 普通科 198 198 1.40 
国際科 39 39 1.26 
スポーツ科 39 39 1.26 

川崎市立高津高等学校 普通科 278 278 1.22 
川崎市立幸高等学校 普通科 118 118 1.35 

ビジネス教養科 118 118 1.17 
川崎市立川崎高等学校 普通科 0 0 附属中学校の内部進学のみ -

生活科学科 40 32 1.00 有
福祉科 40 37 1.00 有

川崎市立川崎総合科学高等学校 情報工学科 39 39 1.00 有
総合電気科 39 36 0.94 有
電子機械科 39 34 1.00 有
建設工学科 39 39 1.10 
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デザイン科 39 38 1.00 有
科学科 39 39 1.23 

横須賀市 371,200 横須賀市立横須賀総合高等学校 総合学科 320 320 1.13 
新潟県 新潟市 770,500  新潟市立万代高校 普通科 200 205 1.42 

英語理数科 40 41 1.65 
石川県 金沢市 450,200 金沢市立工業高等学校 機械科 80 80 1.00 

電気科 40 40 0.97 
電子情報科 40 36 0.79 
建築科 40 40 1.00 
土木科 40 40 1.42 

小松市 小松市立高等学校 普通科 120 120 1.08 
普通科（芸術） 40 32 0.71 

山梨県 甲府市 183,700 甲府市立甲府商業高等学校 商業科 150 150 1.15 
情報処理科 90 90 1.00 

岐阜県 岐阜市 393,400 岐阜市立岐阜商業高等学校 ビジネス科 120 113 0.94 有
ビジネス情報科 40 24 0.57 有

関市 83,900 関市立関商工高等学校 総合ビジネス科 120 103 0.85 有
機械科 80 73 0.91 有
建設工学科 40 40 1.00 
電子機械科 40 40 1.00 

静岡県 静岡市 665,393 静岡市立高等学校 普通科 280 287 1.11 
科学探求科 40 29 0.70 有

静岡市立清水桜が丘高等学校 普通科 120 126 1.05 
商業科 120 126 1.08 

浜松市 777,200 浜松市立高等学校 普通科 360 369 1.16 
沼津市 183,800 沼津市立沼津高等学校 普通科 200 113 0.86 有
富士市 238,900 富士市立高等学校 総合探究科 120 107 0.88 有

ビジネス探究科 80 60 0.71 有
スポーツ探究科 40 42 1.15 

愛知県 名古屋市 2,324,800 名古屋市立菊里高等学校 普通科 320 320 2.76 
音楽科 40 30 1.20 有

名古屋市立向陽高等学校 普通科 320 320 2.10 
国際科学科 40 40 1.71 

名古屋市立桜台高等学校 普通科 280 280 2.44 
ファッション文化科 40 38 1.06 有

名古屋市立北高等学校 普通科 240 240 1.67 
名古屋市立緑高等学校 普通科 280 280 2.13 
名古屋市立富田高等学校 普通科 280 280 1.38 
名古屋市立山田高等学校 普通科 320 320 1.63 
名古屋市立名東高等学校 普通科 280 280 2.34 

国際英語科 40 40 2.55 
名古屋市立西陵高等学校 総合学科 240 240 1.79 
名古屋市立名古屋商業高等学校 オフィスビジネス科 280 280 三科で一括募集 2.50 

ITビジネス科 0 0 -
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グローバルビジネス科 0 0 -
名古屋市立若宮商業高等学校 未来ビジネス科 160 160 1.93 
名古屋市立工業高等学校 機械科 40 40 2.20 

電子機械科 40 40 1.81 
自動車科 40 40 2.20 
電気科 40 40 1.85 
情報技術科 40 40 2.14 
環境技術科 40 40 1.27 

名古屋市立工芸高等学校 電子機械科 40 40 3.80 
情報科 40 40 3.30 
建築システム科 40 40 2.50 
都市システム科 40 40 2.40 
インテリア科 40 40 1.70 
デザイン科 40 40 2.35 
グラフィックアーツ科 40 40 2.20 

大阪府 堺市 807,200 堺市立堺高等学校 機械材料創造科 80 77 0.84 有
マネジメント創造科 80 68 有
建築インテリア創造科 40 39 有
サイエンス創造科 40 19 有

岸和田市 185,400 岸和田市立産業高等学校 商業科 160 156 0.95 有
情報科 80 72 有
デザインシステム科 40 40 特別入試倍率（特入のみ） 1.33 

東大阪市 480,900 東大阪市立日新高等学校 普通科 160 129 0.76 有
商業科 40 37 有
英語科 38 19 有

京都府 京都市 1,436,500 京都市立堀川高等学校 普通科 80 80 1.18 
人間探究科 ・自然探究科 160 165 1.46 

京都市立西京高等学校 エンタープライジング科 160 161 1.64 
京都市立日吉ヶ丘高等学校 普通科 240 240 1.29 
京都市立紫野高等学校 普通科 200 200 1.38 

アカデミア科 80 81 1.60 
京都市立開建高等学校 ルミノベーション科 240 240 1.32 
京都市立京都堀川音楽高等学校 音楽科 40 31 1.00 
京都市立京都工学院高等学校 プロジェクト工学科 180 171 1.00 

フロンティア理数科 60 62 1.23 
京都市立美術工芸高等学校 美術工芸科 90 92 1.43 

兵庫県 神戸市 1,492,300 神戸市立葺合高等学校 普通科 280 280 ※兵庫県は「複数志願制度」を採用しており、二次募集はなし。
国際科 80 80

神戸市立六甲アイランド高等学校 普通科（総合類型） 360 360
神戸市立科学技術高等学校 機械工学 120 120

電気情報 80 80
都市工学 80 80
科学総合 80 80

神戸市立神港橘高等学校 みらい商業科 320 318

4



県 市
人口

（R8.4.1現在）
学校名 学科 募集定員 入学者数 備考 志願倍率

二次募集
の有無

神戸市立須磨翔風高等学校 総合学科 280 280
西宮市 483,100 西宮市立西宮高等学校 普通科 240 240

グローバル・サイエンス科 40 40
西宮市立西宮東高等学校 普通科 200 200

科学探究 40 40
社会探究 40 40

尼崎市 450,200 尼崎市立尼崎高等学校 普通科 240 240
体育科 80 80

尼崎市立尼崎双星高等学校 普通科 200 200
ものづくり機械科 40 40
電気情報科 40 40
商業学科 80 80

姫路市 520,700 姫路市立姫路高等学校 普通科（単位制） 360 360
伊丹市 195,800 伊丹市立伊丹高等学校 普通科 160 160

グローバル共創科 40 40
商業科 40 40

明石市 306,400 明石市立明石商業高等学校 商業科 240 236
福祉科 40 40

奈良県 大和高田市 59,600 大和高田市立高田商業高等学校 商業科 197 195 0.98 有
和歌山県 和歌山市 345,100 和歌山市立和歌山高等学校 普通科 60 60 1.03 

総合ビジネス科 160 158 0.93 有
デザイン表現科 40 36 0.88 有

広島県 呉市 204,500 呉市立呉高等学校 総合学科 160 156 0.98 有
広島市 1,188,400 広島市立基町高等学校 普通科（普通） 320 320 1.35 

普通科（創造表現コース） 40 40 1.15 
広島市立舟入高等学校 普通科（普通コース） 280 280 1.15 

普通科（国際コミュニケーションコース） 40 40 1.55 
広島市立沼田高等学校 普通科（普通コース） 240 238 0.99 有

普通科（体育コース） 80 80 1.10 
広島市立美鈴が丘高等学校 普通科 240 209 0.87 有
広島市立広島商業高等学校 みらい商業科 240 176 0.74 有
広島市立広島工業高等学校 機械科  40 40 0.78 

自動車科 40 40 1.75 
電気科 40 40 1.10 
情報電子科 40 40 1.08 
建築科 40 40 1.08 
環境設備科 40 40 0.78 

岡山県 岡山市 720,100 岡山市立岡山後楽館高等学校 総合学科 160 160 1.67 
玉野市 52,668 玉野市立玉野商工高等学校 ビジネス情報科 80 53 0.33 有

機械科 40 37 0.44 有
 島根県 松江市 198,800  松江市立皆美が丘女子高等学校 総合普通科 90 90 女子校 0.87 有
山口県 下関市 242,500 下関市立下関商業高等学校 商業科・情報処理科 160 160 1.40 
徳島県 徳島市 247,300 徳島市立高等学校 普通科 280 280 1.02 

理数科 40 30 0.83 有
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香川県 高松市 410,500 高松第一高等学校 普通科 240 240 1.32 
音楽科 23 20 0.18 

高知県 高知市 313,200 高知市立高知商業高等学校 総合マネジメント科 140 140 1.03 
社会マネジメント科 70 70 1.29 
情報マネジメント科 35 35 1.17 
スポーツマネジメント科 35 35 1.09 

福岡県 福岡市 1,671,800 福岡市立福翔高等学校 総合学科 320 320 1.24 
福岡市立博多工業高等学校 機械科 80 80 1.23 

自動車工学科 40 40 1.43 
電子情報科 40 40 1.08 
建築科 40 40 0.88 
画像工学科 40 40 1.03 
インテリア科 40 40 1.03 

福岡市立福岡女子高等学校 普通科 120 120 1.20 
生活情報科 40 40 1.10 
食物調理科 40 40 1.13 
服飾デザイン科 40 40 1.15 
保育福祉科 40 40 1.28 
国際教養科 40 40 1.33 

福岡市立福岡西陵高等学校 普通科 320 320 1.12 
北九州市 913,500 北九州市立高等学校 未来共創科 200 200 1.13 
久留米市 298,600 久留米市立南筑高等学校 普通科 240 240 1.13 

久留米市立久留米商業高等学校 経営科学科 240 240 1.12 
長崎県 390,200 長崎市立長崎商業高等学校 商業科 200 197 1.00 

情報科 40 31 0.80 
熊本県 熊本市 736,800 熊本市立必由館高等学校 文理総合探究科・文理コース 245 245 2.20 

文理総合探究科・芸術コース 30 30 1.33 
文理総合探究科・生活デザインコース 30 30 1.40 

熊本市立千原台高等学校 情報ビジネス探究科 120 120 2.04 
健康スポーツ探究科 40 40 1.67 

鹿児島県 鹿児島市 582,300 鹿児島市立鹿児島商業高等学校 ビジネスクリエイト科 120 116 1.04 有
情報イノベーション科 120 95 0.70 有
アスリートスポーツ科 40 36 1.00 有

鹿児島市立鹿児島女子高等学校 ファイナンシャルビジネス科 40 22 女子校 0.42 有
ビジネスデザイン科 80 43 0.49 有
スポーツビジネス科 40 13 0.07 有
ファッション・フードクリエイト科 80 73 0.92 有
ライフ・スポーツ科 80 53 0.53 有

鹿屋市 97,700 鹿屋市立鹿屋女子高等学校 普通科 40 23 女子校 0.62 有
情報ビジネス科 80 35 0.38 有
生活科学科 80 72 0.88 有

出水市 50,800 出水市立出水商業高等学校 商業科 80 66 0.79 有
情報処理科 80 49 0.54 有

指宿市 36,700 指宿市立指宿商業高等学校 商業マネジメント科 120 105 0.89 有
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会計マネジメント科 40 13 0.27 有
情報マネジメント科 40 29 0.79 有
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